
1 

●トピックス 
・全国植樹祭のシンボル「木製地球儀」を巡回展示しています。 
・平成２９年度全国さるなし（こくわ）サミット ｉｎ 玉川村が開催されました。 
・ベトナムへの日本ナシ輸出準備進む。 
・きゅうり若手栽培者スキルアップ研修会を開催しています。 
・第５８回福島県農業賞の受賞者を御紹介します。 
・（公社）農業農村工学会『優秀技術リポート賞』を受賞しました。 
 ・平成２９年度６次化商品のＰＲ事業（第１回）を開催しました。 
 ・第１１回全国和牛能力共進会（宮城大会）に県中地方から９頭が出品されました。 
 ・新規就農希望者向け現地見学会を開催しました。 
 ・田村の若い「農」ネットワークが地方発信型野外フェスに出展しました。 
 ・平成２９年度多面的機能支払交付金県中管内研修会を開催しました。 
 ・「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン（県中地域特産品プレゼント

抽選会（第１期応募分））を開催しました。 
 ・「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン（第３回県産農産物ＰＲ）を

開催しました。 
 ・「郡山地域における『ふくしまアグリイノベーション実証事業』現地検討会」を開

催しました。 
 ・ふくしま食育実践サポーターによる食育の授業が行われました。 
 ・平成２９年度第１回県中地方・地域産業６次化ネットワーク交流会を開催しました。 
●お知らせ 
 ・石川地方グリーン・ツーリズム推進協議会（仮称）の会員を募集しています。 
・「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン（県中地域特産品プレゼント 
（第２期）を実施しています。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
トピックス 
 

【森林林業部】 
平成３０年６月１０日（日）に開催される第６９回全国植樹祭福島県大会を広く

県民にＰＲするため、全国植樹祭のシンボルである木製地球儀を県中地域で巡回展
示しています。 
この木製地球儀は、２１世紀最初の全国植樹祭が開催された第５２回山梨県大会

の際に、２１世紀は地球環境の時代であり、森林・林業がさらに重要な役割を担う
ということをイメージして製作されたもので、代々開催県に引き継がれており、本
年５月２８日（日）に開催された全国
植樹祭富山県大会において、富山県知
事から次期開催県の内堀福島県知事が
引継を受けたものです。 
県北地方から引き継いだ地球儀は、

県中地方では、８月７日（月）から 
１０月３日（火）までの期間中、郡山
市を始め管内１２市町村の庁舎などで
巡回展示を行っています。 
皆様、本県での全国植樹祭成功に向

け、御協力をお願いいたします。 

「木製地球儀」引き継ぎの様子（郡山市） 

全国植樹祭の「シンボル」木製地球儀を巡回展示しています 

ふくしまから はじめよう。「食」と「ふるさと」新生運動ニュース 

           

第３号（平成２９年１０月発行）  

編集・発行 福島県県中農林事務所 



2 

 【須賀川農業普及所】 
玉川村では、さるなしの知名度と販売力の向上を趣旨とし、全国の各産地に呼び

かけ、「全国さるなし連絡協議会」を設立し、７月３０日（日）、３１日（月）に
は第１回全国さるなしサミットを開催しました。３０日の一般公開には約７００人
もの参加者が集まる大きなイベントとなり、全国からは４０名の生産者や市町村担
当者が集まり、さるなしのＰＲ活動や情報交換を行いました。 
引き続き、普及所では、さるなしの生産技術の向上等を通じて、生産振興を支援

していく予定です。 

さるなしの果実             サミットの様子  
 

【農業振興普及部】 
ＪＡ福島さくら郡山地区梨生産部会では、震災後の本格的な日本なし輸出に向け

て準備が進められています。 
初のベトナムへの輸出に向けて、５月２５日（木）～２６日（金）には横浜植物

検疫所塩釜支所の検疫官による春期栽培地検査、７月２６日（水）にはＪＡ福島さ
くら職員及び農林事務所職員による巡回指導、８月８日（火）～９日（水）には最
終栽培地検査が実施されました。最終栽培地検査では横浜植物検疫所塩釜支所の検
疫官３名が輸出対象の樹を１本ずつ確認し、病害虫発生の有無や果実への袋かけな
どの輸出条件が検査され、全ほ場（４９ほ場）が合格となりました。 
今後、１０月上旬に「二十世紀」７ｔが輸出され、１０月中旬から現地での販売

が行われる予定となっています。輸出を通じて更なる産地の知名度・ブランド力の
向上が期待されることから、引き続き、関係機関と連携し支援してまいります。 

検疫官による春期栽培地検査の様子    最終栽培地検査に向けた巡回指導の様子 

ベトナムへ日本なしの輸出準備進む 

平成２９年度全国さるなし（こくわ）サミット ｉｎ 玉川村が開催されました 
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【須賀川農業普及所】 
須賀川農業普及所では、きゅうり産地の基盤強化に当たり新規就農者の技術習得

の不安解消や、情報交換のためのネットワークの構築を目的として、管内のきゅう
り若手栽培者を対象に「きゅうり若手栽培者スキルアップ研修会」を平成２７年度
から開催しています。 
この研修会では、毎回栽培ほ場で実際にきゅうりを見ながら今後の栽培管理等の

講習を行うとともに、参加者の要望をテーマに取り上げて勉強会を行っています。 
８月２８日（月）に今年度の第１回が開催され、延べ５２名の若手栽培者が参加

しました。参加者からは、きゅうり栽培に関する知識・技術を身に付け、年代の近
いきゅうり栽培者と交流できる機会として好評を得ています。今後も毎月１回開催
する予定です。 

現地研修の様子 

【企画部】 
 第５８回福島県農業賞の受賞者に県中管内からは、特定農業法人有限会社アグリ
プロ八丁目（郡山市）と小澤昌男さん・啓子さん御夫妻（古殿町）に決定しました。。 
授賞式は、８月２９日（火）、杉妻会館牡丹の間において行われ、内堀知事から

各受賞者へ知事賞が授与されました。 
特定農業法人有限会社アグリプロ八丁目は、水稲と菌床シイタケを組み合わせた

農業経営により通年雇用を実現。水稲の密苗技術や空調栽培による菌床シイタケ栽
培技術などを採り入れ、安定的な管理体制を構築するとともに、県内外の風評対策
イベントにも率先して参加し、本県農産物の安全性についてＰＲを行っています。 
小澤さん御夫妻は、水稲１０ｈａを経営するとともに、もち米を自らの加工施設

で６次化商品として販売する取組も行っています。特に、オヤマボクチの葉をつな
ぎに使った「凍み餅」は古殿町の道の駅「おふくろの駅」で高い人気商品となって
います。 
受賞者の皆様、おめでとうございました。 

有限会社アグリプロ八丁目のみなさん     小澤昌男さん・小澤啓子さん 

きゅうり若手栽培者スキルアップ研修会を開催しています 

第５８回福島県農業賞の受賞者を御紹介します 
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【農村整備部】  
農業農村整備における学術的な研究や現場技術等のリポートに対し、公益社団法

人農業農村工学会が毎年表彰を実施しており、今年度は全国から優秀技術リポート
賞として６件が選定されました。 
その中の１件として、県中農林事務所で実施している藤沼ダム復旧に関する技術

リポート『藤沼ダムの決壊原因と復旧方針について』が見事に選ばれました。 
選定理由は、社会的関心が高い地震災害について、決壊原因や藤沼ダムの特殊性、

復旧方針決定に至る過程や、解析方法、復旧工法が分かり易く述べられており、農
業農村工学に関する学問や技術の進歩に大きく貢献した創意ある優秀なリポート
であることが評価されたものであります。 
８月２９日（火）に神奈川県藤沢市の日

本大学湘南キャンパスで開催された受賞式
には、本リポートを報告した県中農林事務
所農村整備部渡邊主任主査と当時農林水産
部農村基盤整備課で災害復旧を担当してい
た現会津農林事務所農村整備部渡辺課長の
２名が出席し、久保農村工学会会長より栄
えある表彰状と記念の盾が授与されました。 
今回の受賞が、本県で農業農村整備事業

に携わる職員の大きな励みとなるものと期
待されます。 

                     表彰を受けた渡邊主任主査 

 

 

 【企画部】 
今年度の第１回目のＰＲ事業は、９月１日（金）郡山市のＪＲ郡山駅「食品館ピ

ボット」において開催しました。 
当事業は、県中地方・地域産業６次化ネットワーク会員を対象に６次化商品を効

果的にＰＲを行うために、消費者の意見を取り入れ「売れる６次化商品」とするた
めに、多くの買い物客が訪れるスーパーマーケットのスペースを活用して、６次化
商品の試食・アンケートを実施し、６次化商品や開発中の商品のブラッシュアップ
を図ることを目的として開催しております。 
出展した商品は、東白川郡棚倉町の東日本薬草合同会社の「菊芋あんころ」です。 
来店された多くの消費者の皆様に試食をしていただき、アンケートにより７６件

の貴重なご意見をいただくことができました。 

     試食アンケートの様子            菊芋あんころ 
 

（公社）農業農村工学会『優秀技術リポート賞』を受賞しました 

平成２９年度６次化商品のＰＲ事業（第１回）を開催しました 
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【田村農業普及所】 
第１１回全国和牛能力共進会が、９月７日（木）から１１日（月）の５日間、仙

台市の「夢メッセみやぎ」（種牛の部）、「仙台市中央卸売市場食肉市場」（肉牛
の部）で開催されました。この共進会は、５年に１回開催され、和牛のオリンピッ
クに例えられる大会で、全国の代表牛約５００頭が改良の成果やその優秀性を競い
ました。 
福島県全体では、８区分に２２頭を出品し、うち５つの区分で１４頭が優等賞を

受賞するなど健闘し、ブランド福島牛
を全国にアピールすることができまし
た。 
県中地方からは、県の選抜を勝ち抜

いた９頭が出品されました。 
雌牛の体型の良さなど、改良の審査

が行われる繁殖雌牛群の第５区で須賀
川市から４頭が１等賞、総合評価群の
第７区で、田村市、平田村から福島県
の基幹種雄牛「高百合」の産子５頭が
優等賞を受賞しました。           出品者・関係者のみなさん 
 

【田村農業普及所】 
田村地域では、市町やＪＡ、普及所等関係機関により、「たむらの新・農業人サ

ポート協議会」を組織し、新規就農者の確保・育成に向けた活動をしています。 
９月９日（土）には現地見学会を開催し、７月下旬に東京で行われた「新・農業

人フェア」等で相談に訪れ、実際に田村地域で就農を検討している方が首都圏等か
ら６名が参加しました。 
参加者の多くは２０～３０代で、見学の際には積極的に質問や意見交換がされる

など、就農に対する意欲の高さがうかがえました。 
 当協議会では、新規就農希望者に対し、継続して支援をしていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現地見学会の様子 
 
 
 
 
 
 
 

第１１回全国和牛能力共進会（宮城大会）に県中地方から９頭が出品されました 

新規就農希望者向け現地見学会を開催しました 
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【田村農業普及所】 
９月９日（土）に田村市運動公園で地方発信型野外フェス「ONE+NATION music 

circus in TAMURA」が開催され、田村の若い「農」ネットワークがブースを出展し
ました。 
ブースでは、会員が生産した１４種

類の野菜の直売、ミニトマトすくい、
焼きトウモロコシ・焼きシイタケ・じ
ゃがバター等の販売を行いました。そ
の中でも、ミニトマトすくいは人気が
高く、子供を中心に多くの方が集まり、
田村地域の農産物を多くの人にアピー
ルするのに良い機会となりました。 
普及所としては、今回のフェス出展

で得た経験を活かして、ネットワーク
の強化を支援していきたいと考えてい
ます。 

                                         ブース出展の様子 
 

【農村整備部】 
９月１２日（火）、須賀川市文化センターにおいて、平成２９年度多面的機能支

払交付金県中管内研修会を開催しました。 
多面的機能支払交付金は、農業・農村が有する多面的機能（国土の保全や水源の

かん養、良好な景観の形成など）が今後とも適切に維持・発揮されることを目的に
地域の共同活動に支援を行うものです。 
本研修会では、県中管内の活動組織と市町村から６６５名が参加し、天栄村の中

郷地区資源保全会より活動事例の報告が行われたほか、農業水利施設の点検や補修
技術のポイントに関し東北農政局土地改良技術事務所による講義が行われました。 
また、地域で共同活動を行っている活動組織の担い手不足などの課題に対応する

ため、組織の広域化や事務委託に関する手法や事例についての説明も行われ、各組
織における今後の活動において活用されることが期待されます。 

     研修会の様子         中郷地区資源保全会による事例報告 
 

 

 

 

 

 

平成２９年度多面的機能支払交付金県中管内研修会を開催しました 

田村の若い「農」ネットワークが地方発信型野外フェスに出展しました 
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【企画部】 
当キャンペーンは、県中地方の「がんばろう ふくしま！」応援店に登録されて

いる常設直売所の協力を得て、県産農産物の消費拡大、風評の払拭、地産地消推進
等を目的として実施しているものです。 
対象直売所(２４店舗)において、応募期間中に買い物をした際のレシートを、店

頭に設置している応募用紙に貼り、県中農林事務所へ郵送すると、１,０００円 
１口で「県中地域特産品プレゼント」の抽選に応募ができます。 
去る９月１５日（金）、プレゼント

の第１期応募期間（６月１日～８月３
１日）分の抽選会（くじ引き）を実施
し、２０名の当選者を決定しました。 
引き続き、県中地域特産品プレゼン

トの第２期応募期間（９月１日～１１
月３０日）となっており、どなた様も
直売所で買い物をされた際は、ご応募
お待ちしております。 
※プレゼントの内容は、県中地域特産
品詰合わせ３,０００円相当となってお
ります。 
                         抽選会の様子 

 

【企画部】 
当キャンペーンは、県中農林事務所主催により、県産農産物の美味しさや安全性

をＰＲし、風評の払拭と地産地消を推進するため、管内の大型量販店等で定期的に
開催しております。 
９月２４日（日）、ヨークベニマルメガステージ須賀川南店において、今年度３

回目の県産農産物ＰＲイベントを実施しました。  
今回は、テーマ農産物を「須賀川市の日本なし」とし、安心安全のパネル展示と、

おたのしみ抽選会（アンケートに答えてくださった来店者（消費者）にくじを引い
てもらい、当たった方へ、「日本なし」
（豊水）をプレゼント）を行いました。 
また、須賀川市で日本なしを栽培し

ている「株式会社阿部農縁」の寺山佐
智子さんが参加し、須賀川市の日本な
し産地のＰＲや、くじに当たった方へ
の「日本なし」の手渡しなどを行って
いただきました。 
今年の「日本なし」は、大きくてみ

ずみずしい出来とのこと。皆様も是非
お召し上がりください。 

キャンペーンの様子 

 

 

 

「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン（第３回県産農産物ＰＲ）を

開催しました 

「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン 県中地域特産品プレゼ

ント抽選会（第１期応募分）を開催しました 
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【農業振興普及部】 
収益性の高い大規模経営体を育成するため、稲作でのＩＣＴと先進技術を利用し

た実証事業の現地検討会を、９月２５日（月）に郡山市日和田町の農業総合センタ
ー及び現地ほ場にて開催しました。 
今回の検討会では、各地域（郡山、猪苗代、相双）の農業技術革新推進協議会か

ら、これまでに得られた成果や生産者のコメントについて報告があり、郡山地域か
らはべんがらモリブデン直播や直進キープ機能付き田植機の実証の状況について
説明しました。 
また、郡山地域の実証技術の核となる「クボタスマートアグリシステム（KSAS）」

の仕組みや活用について、株式会社クボタより説明があり、会場の外にKSAS対応
の田植機やコンバインの展示ブースが設けられました。 
研修会終了後には、今回の実証に協力いただいている「有限会社アグリサービス

あさか野」のほ場において、鈴木代表からこれまでの取組経過を説明いただき、そ
の後に収量食味測定機能付きコンバインの実演作業を行いました。参加者は、コン
バイン収穫直後の収量等の情報がクラウドを通じてPC等に表示されるICTを使っ
たシステムの一連の流れやモニターに映し出されるデータなどを熱心に見学して
いました。 

研修会の様子         収量食味測定機能付きコンバインによる実演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「郡山地域における『ふくしまアグリイノベーション実証事業』現地検討会」

を開催しました 
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【企画部】 
 ９月２８日（木）、郡山市立谷田川小学校において、 食の大切さに興味を持ち、
自ら健康管理が出来る生徒を育てるため、「野菜の栄養のよさを知って、すききら
いをしないで食べよう」をテーマに、２・３年生の１4名を対象にふくしま食育実
践サポーターの轡田幹子さんが授業を行いました。 
始めに、子供達に好きな野菜、嫌いな野菜をあげてもらい、どうして野菜を食べ

た方がいいのかや、一日に体に必要な野菜はどの位かなどの質問のあと、実際に子
供達に必要な野菜の３００ｇはどの位かを野菜をかごに入れ秤で量り、その差を確
認しました。嫌いな野菜も一口でも食べてみることで、思っていたのとは違うと感
じられ食べられるようになることもあることが分かり、最後に家族の人と一緒に料
理してみて欲しいなどのお話しがありました。 

授業の様子             野菜を量っている様子 

【企画部】 
９月２９日（金）、郡山合同庁舎第１会議室において、３７名の参加により『平

成２９年度第１回県中地方・地域産業６次化ネットワーク交流会』を開催しました。 
６次化商品を販売するにあたり、会員が適正に表示していただくことを目的とし

て、食品表示法・景品表示法について、県の各担当者より制度の説明がありました。 
また、６次化産業を推進するにあたり、活用できる県による支援事業について紹

介した後、６次化ネットワーク会員である機器メーカーによる機器やカタログ、一
次加工後の食品サンプル等の展示コーナーにおいて、機器の特徴や一次加工の手法
などの紹介、会員からの相談受付、農産物の加工等に関するアドバイスなどが行わ
れ、会員間相互の交流が図られました。 

講演の様子             展示・相談会の様子 

 

平成２９年度第１回県中地方・地域産業６次化ネットワーク交流会を開催しま

した 

ふくしま食育実践サポーターによる食育の授業が行われました 
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お 知 ら せ 
 

【企画部】 
石川地方において、グリーン・ツーリズムを主体とした交流活動の輪を広げるた

め、グリーン・ツーリズムを実践している方や興味のある方、関係者からなる石川
地方グリーン・ツーリズム推進協議会（仮称）を１０月３１日（火）に設立する予
定です。 
協議会では、グリーン・ツーリズムに関する各種情報共有や会員相互の情報交換

の場として交流を深め、石川地方のグリーン・ツーリズムを推進していくこととし
ております。 
石川地方において、グリーン・ツーリズム（農林業体験の受入れ、農山村の交流、

農家民宿など）に関心をお持ちの方がおられましたら、県中農林事務所企画部地域
農林企画課（ＴＥＬ０２４－９３５－１５１０）までお問い合わせ願います。 
 

【企画部】 
県産農林水産物のおいしさや安全性を再確認していただき、風評払拭と地産地消

を推進する、「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーンを実施していま
す。 
県中管内の「がんばろう ふくしま！応援店」に登録いただいている直売所にお

いて、お買い物された方を対象に、抽選で県中地域特産品等をプレゼントしますの
で、奮ってご応募ください。 
【期間】 

平成２９年９月１日（金）～平成２９年１１月３０日（木） 
〔※当日消印有効〕 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川地方グリーン・ツーリズム推進協議会（仮称）の会員を募集しています 

「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン（県中地域特産品プレゼ

ント（第２期））を実施しています【再掲】 
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お問い合わせ先 

福島県県中農林事務所 企画部 地域農林企画課 

〒963-8540 福島県郡山市麓山一丁目１番１号 

ＴＥＬ（024）935-1510 ＦＡＸ（024）935-1314 

ホームページ  http//www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36230a/ 

メールアドレス kikaku.af02@pref.fukushima.lg.jp 


